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「農商工等連携促進法に基づく展示場“Ｒin”」
財団法人中小企業総合研究機構主催のシンポジウムが、昨年の
12月11日、12日平河町の都市センターホテルにおいて開催された。
このシンポジウムは、地方公共団体や各地域の中小企業支援機
関等の役職員を対象に、講演や分科会を通して、地域中小企業の抱
える問題点や発展の方向性について討議し、今後の支援事業のあ
り方を明確にする事を目的としている。この度のテーマは「地方分権
と今後の中小企業施策」と題して、第１日目「地方分権改革と中小企
業施策～国と地方の役割分担～」を早稲田大学大学院教授北川
正恭氏が、「地域力連携拠点と中小企業の活性化」を中小企業庁
課長岸本吉生氏が、「地方分権と中小企業活動」を経済評論家内
橋克人氏が講演された。地域を支える中小企業の経営の向上と農
林漁業経営の改善を図るため、両者が有機的に連携し、それぞれの
経営を有効に活用して行う「農商工等連携促進法」が平成20年度
施行され、９月に第１号が認定された。全国では65件、その中で新潟
県は２件である。第２日目は、認定を受けた３名の事例発表と討議が
行われた。これら企業の商品の展示場が平成20年４月に原宿・表参
道にオープンした”Ｒin”である。佐渡産の素材を活用した商品が将
来認定を受け、展示に繋がる活動が望まれる。

（文責：産業振興部会長　榎谷端夫）

大学生による佐渡研究発表会のお知らせ

佐渡・学生研究報告会
島の歴史的建造物とそれを支えた工匠

当研究所では平成14年から芝浦工業大学工
学部との連携により、佐渡の歴史的建造物とそれ
らを支えた工匠の建築的調査を進めてきました。
それらの蓄積した研究成果を発表し、広く市
民の皆さんにお伝えするため、研究報告会を開
催します。

日　時　3月20日（金･祝日）午後1時～4時
場　所　�佐渡島開発センター２階研修室（両津）
定　員　１００人
参加費　無料

主催／NPO法人佐渡文化財研究所
共催／�芝浦工業大学工学部建築学科藤澤研

究室、建築工学科蟹澤研究室
後援／佐渡市・佐渡市教育委員会
お問い合わせ
　NPO法人佐渡文化財研究所事務局　平原
　☎５７－０１１８
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Ｒｉｎ　アクセス
東京都港区北青山3-6-26
東京メトロ銀座線・半蔵門線・千代田線
「表参道駅」B2出口またはB4出口より
徒歩2分

公
共
施
設
の
見
直
し

国
は
、景
気
対
策
と
称
し
て
平
成
21
年
度
に
は
地
方
への
財
政
支
援
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
が
、こ
れ
は
借
金（
地
方
債
）に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、必
ず
後
に
国
民
の
負
担
と
し
て

大
き
く
の
し
か
か
って
き
ま
す
。こ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
る
基
盤
を
各
自
治
体
が
整
え
る
こ

と
は
、早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、合
併
特
例
に
よ
る
財
政
支
援

が
終
わ
る
平
成
25
年
度
や
そ
の
後
の
緩
和
措
置
も
終
了
す
る
平
成
30
年
度
を
視
野
に
入

れ
、将
来
の
佐
渡
市
に
合
わ
せ
た
予
算
削
減
と
併
せ
て
硬
直
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
経
常

経
費
の
見
直
し
が
急
務
と
な
って
い
ま
す
。

市
は
、こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、行
政
改
革
と
し
て
次
の
４
項
目
を

重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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共
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設
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補
助
金
、負
担
金
の
削
減
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組
織
の
ス
リ
ム
化
と
職
員
数
の
削
減　

④�

事
務
事
業
の
整
理
、見
直
し

今
回
は
、こ
れ
ら
の
中
か
ら
皆
さ
ま
に
直
接
関
係
す
る「
公
共
施
設
の
見
直
し
」に
つい
て

紹
介
し
ま
す
。

合
併
前
の
旧
市
町
村
毎
に
類
似
し
た
施
設
が
存
在
し
、そ
の
運
営
経
費
が
市
の
財
政
に

大
き
な
負
担
と
な
って
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
を
将
来
に
渡
って
も
維
持
す
る
こ
と
は
難
し

く
、一島
一市
と
し
て
適
正
な
配
置
や
管
理
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
で
経
営
面
が
向
上
し
、

民
間
参
入
も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
か
ら
は
、す
で
に
民
間
に
よ
る
事
業
参
入
が
あ
り
、そ
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

活
用
で
、よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
判
断
で
、市
が
運
営
し
て
い
た
４
つ

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
譲
渡
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
決
ま
っ
た
４
施
設
以
外
に
も
、集
落
セ
ン
タ
ー
等
地
域
限
定
利
用
の
施
設
は
地
元
と

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
も
の
や
利
用
状
況
が
低
い

も
の
は
、廃
止
に
向
け
た
検
討
を
行
って
い
ま
す
。

中
で
も
保
育
園
や
小
中
学
校
等
は
、特
に
関
心
の
高
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。佐
渡
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
良
質
な
教
育
環
境
を
整
備
し
、教
育
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、適
正
な
規
模
の
保
育
、学
習
環
境
が
必
要
不
可
欠
で
す
。海
岸
線
の
長
い
佐
渡
に
お
い

て
は一
概
に
適
正
な
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、エ
リ
ア
を
決
め
地
域
や
保
護

者
の
方
々
と一緒
に
教
育
環
境
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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